
081217 安房の地域医療を考える医師と看護師と市民の集い
（アンケート集計）

呼びかけ人 感想、意見 質問

OK

　行政をまきこむこと。多くの人に知ってもら。まず近所の
方から…。始めてみます。社会的倫理感を自分たちも努力
して、一日一日積み重ねていきたい。報道機関に投稿しよ
う。みのもんた、朝ズバ…とか？　（ＭＩ）

OK
　このような場をもっと多く、開いてほしいです。他の人の話
や情報交換の場が必要だと思います。　（ＴＭ）

OK

　参加してよかったです。人のことにしないで、自分の老
後、自分の健康を自分で考える。自分で開拓していかな
きゃいけない、という人をたくさん増やしたいですね。とりあ
えず身近なところから声をかけていきましょう。　（ＩＫ）

OK
　有意義な会でした。今後は輪が広がるように協力してい
きたいと思います。　（ＩＲ）

OK
　具体的なことを聞き、よく分かりましたが、この声をもっと
多くの方にもと…。市民の支える役割等考えますが、難し
いことが多々あるように認識しました。　（ＮＫ）

OK

　大島医師、加藤看護師さんをはじめ、参加された皆様の
お話をお聞きし、安房地域医療の現状と危機、看護師の養
成の緊急性、大切さを痛感しました。その為に、住んでいる
地域で自分ができることを探っていきたいと思います。房日
新聞への投稿、市長さんへの投書などできることからやる
ことが大事だと思いました。　（ＡＴ)

OK

　地域医療に関する問題点の一部が理解できたように思
う。医師不足、看護師不足が叫ばれているなか、なぜそう
いう状態になってしまうのかがまだ理解不足なのかなと
思っています。　（ＭＹ）

　各施設の「魅力」作りも必要なのかなと思いますが、どん
なことをやっているのか聞きたい。我々市民への期待はど
んなことでしょう？　医師・看護師には大変感謝していま
す。若い人たちにも「魅力」を話して頂きたい！　（ＭＹ）

OK
　「地域医療の危機」の問題が、何を原因としているか、そ
の一端というより看護師不足にあることを認識できました。
（ＭＮ）

　看護師学校存続のために、私たち市民はまず何をしたら
よいか。　（ＭＮ）

OK
　今の現状がよく分かりましたので、参加してよかったで
す。　（ＴＫ）

　今の医療体制をどう思いますか。

OK

　この間集まった有益情報（データ・意見・提案など）を箇条
書きにリストアップし、それらを整理・体系化した情報誌（チ
ラシのようなもの）を適宜発行・配布したい。お手伝いしま
す。　（ＯＫ）

OK

　看護学校の問題もそうですが、看護師職の増員が急務だ
と思うので、移住者の看護師確保を今後も力を入れていこ
うと思う。地域医療＝産業（仕事）＝食＝住なので、全ての
人々が考えるべき問題なので、各地区でこの話し合いをし
てほしい。　（ＡＪ）

OK

　遅れてまいりましたが、意外と人数が少ないなというのが
第一印象でした。しかし参加者が全員発言できるというの
は、大変貴重であり、素晴らしいです。なかなか医療界の
外に出る機会がなく、今回ご縁をいただき、参加させてい
ただきました。今後少しでもお役に立てることがありました
ら、微力ですが、ご協力させていただきたいと思います。
（ＫＮ）

OK

　看護師の労働条件改善（長時間労働の緩和など）に老人
パワーを活用することが「長寿立国」の条件。「支える」「育
てる」会の組織のあり方がポイント。金銭的にもバックアッ
プできる組織づくり。皆さんの話を聞いて、地域づくりに「希
望」がわいてきました。　（ＫＫ）

　地域住民に対して何をしてほしいですか。老人は看護師
職の労働条件改善に役立ちませんか。
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　参加することで、知らないことがたくさんあり、大変な状態
だということもわかりました。地域で出来ることは何か、一
人でも多くの人に参加してもらい、今の現状を知ってもらう
ことがよいと思います。安心して暮らせる地域を作ってほし
いです。　（　　）

　今の医療問題を痛感しました。これからの自分の生活を
考えなおしていかなくては。今日知ったことを自分の周囲
の方々にも伝えていきたいです。自分たちの老後を楽しく
不安なく過ごせる館山・安房に、微力ながら力になれれば
と思います。　（　　）

90116

OK
　市民大学の構想に賛成です。館山だけでなく、南房総
市・鴨川市・鋸南町の安房全体の市民が気軽に参加できる
ような大学を作っていけたらと思います。
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